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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

◇TUZ0344420220325◇

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 2021年３月26日～2026年３月25日
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド

イ．米国の株価指数先物取引
ロ．米国の債券
ハ．わが国の債券
ニ．ダイワ・マネーアセット・
マザーファンドの受益証券

ダイワ・マネー
ア セ ッ ト ・
マザーファンド

円建ての債券

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率

無制限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
株 式 実 質 組 入 上 限 比 率
マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信
託財産の成長に資することを目的に、配当等収益
の中から基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、配当等収益が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。

Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載）

運用報告書（全体版）
第１期

（決算日　2022年３月25日）
（作成対象期間　2021年３月26日～2022年３月25日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、米国の株価指数先物取引を
買い建てるまたは売り建てる等により、信託
財産の成長をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載）

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500指数（米ドルベース）

株式先物
比 率

公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

１期末(2022年３月25日) 10,853 0 8.5 11,562 15.6 19.3 － 100
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）Ｓ＆Ｐ500指数（米ドルベース）は、Ｓ＆Ｐ500指数（米ドルベース）の原データをもとに、当ファンド設定日を10,000として大和アセット

マネジメントが計算したものです。Ｓ＆Ｐ500指数（米ドルベース）の所有権およびその他一切の権利は、S&P Dow Jones Indices LLCが有
しています。S&P Dow Jones Indices LLCは、同指数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注６）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注７）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載）

運用経過

基準価額等の推移について

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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設　定
（2021.３.26）

期　末
（2022.３.25）

純資産総額（右軸）分配金再投資基準価額（左軸）基準価額（左軸）

■基準価額・騰落率
設定時：10,000円
期　末：10,853円（分配金0円）
騰落率：8.5％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　原則として、Ｓ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率が信託財産の純資産総額の100％程度となるように
買建てつつ、市場局面がリスク回避局面と判定される場合、基準価額の下落リスクを抑制するために、
Ｓ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率を調整した結果、米国株式市況が上昇したことにより、基準価額は
上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載）

年 月 日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500指数（米ドルベース） 株 式 先 物

比 率
公 社 債
組 入 比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年３月26日 10,000 － 10,000 － － －

３月末 9,952 △ 0.5 10,125 1.3 100.9 －
４月末 10,583 5.8 10,772 7.7 100.3 －
５月末 10,577 5.8 10,754 7.5 99.1 －
６月末 10,796 8.0 10,978 9.8 100.4 －
７月末 11,118 11.2 11,304 13.0 100.0 －
８月末 11,396 14.0 11,584 15.8 100.4 －
９月末 10,966 9.7 11,151 11.5 100.6 －
10月末 11,554 15.5 11,757 17.6 99.4 －
11月末 11,710 17.1 11,908 19.1 100.4 －
12月末 12,064 20.6 12,260 22.6 100.8 －

2022年１月末 11,108 11.1 11,336 13.4 50.9 －
２月末 10,787 7.9 11,215 12.2 19.0 －

（期末）2022年３月25日 10,853 8.5 11,562 15.6 19.3 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載）

投資環境について (2021.３.26～2022.３.25)

■米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
　米国株式市況は、当作成期首より、大型経済対策が実現したことや、新型コロナウイルスのワクチン
接種が進んで2021年６月にかけて新規感染者数が大幅に減少したこと、その後も堅調な経済指標の発
表が続いたことなどにより、９月初めにかけて主要株価指数が断続的に史上最高値を更新しました。９
月末にかけては、世界的なインフレ懸念を受けて米国の量的金融緩和の早期縮小観測が強まり金利が上
昇したことや、債務上限問題および増税に対する不透明感が高まったことなどから、株価は下落しまし
た。10月に入ると、債務上限の適用が一時的に先送りされたことや良好な企業決算の発表が相次いだ
ことなどから、株価は再び上昇しました。その後は、ＣＰＩ（消費者物価指数）の上昇加速を受けて早
期利上げ観測が強まったことや、新型コロナウイルスの新変異株への警戒感が広がったことなどから一
時的に下落する局面はあったものの、良好な経済指標の発表が相次いだことなどから、年末にかけて株
価は上昇基調を維持しました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による金融引き
締めへの懸念が高まり金利が上昇したことなどを嫌気したほか、ウクライナ情勢の緊迫化の影響を受け、
成長株を中心に下落しました。３月中旬からは、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）を通過したこと
による不確実性の後退などにより、当作成期末にかけて下げ幅を縮小しました。
■国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和を維持しました。この金融政策を背
景に、国庫短期証券（３カ月物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移しました。

ポートフォリオについて (2021.３.26～2022.３.25)

■当ファンド
　原則として、Ｓ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率が信託財産の純資産総額の100％程度となるように
買建てつつ、市場局面がリスク回避局面と判定される場合、基準価額の下落リスクを抑制するために、
Ｓ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率を調整しました。当作成期中のＳ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率
は、20％程度から100％程度の間で推移させました。ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの受
益証券への投資も行いました。また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。
■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。
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ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

分配金について

　当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

（％）

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0

当期
（2021.３.26～2022.３.25）

Ｓ＆Ｐ500指数（米ドルベース）
基準価額

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2021年３月26日
～2022年３月25日

当期分配金（税込み） （円） ―

対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 853
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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今後の運用方針
■当ファンド
　当ファンドの運用方針に基づき、主として、米国の債券、わが国の債券およびダイワ・マネーアセッ
ト・マザーファンドの受益証券に投資するとともに、原則として、Ｓ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率
が信託財産の純資産総額の100％程度となるように買建てつつ、市場局面がリスク回避局面と判定され
る場合、基準価額の下落リスクを抑制するために、Ｓ＆Ｐ500指数先物取引の組入比率を調整します。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。
■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2021.３.26～2022.３.25） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 52円 0.467％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は11,054円です。

（投 信 会 社） （27） （0.242）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （22） （0.198）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （3） （0.027） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 13 0.120
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （13） （0.120）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 9 0.082 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （1） （0.005）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （8） （0.069） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 74 0.669
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は0.55％です。

（注１）１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0.55％

運用管理費用
（投信会社）
0.24％

運用管理費用
（販売会社）
0.20％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.08％

参考情報
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■投資信託財産の構成
2022年３月25日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド 65,960 64.8
コール・ローン等、その他 35,755 35.2
投資信託財産総額 101,716 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、３月25日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
122.07円です。

（注３）当期末における外貨建純資産（16,968千円）の投資信託財産総額
（101,716千円）に対する比率は、16.7％です。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年３月26日から2022年３月25日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 145,215 145,000 79,135 79,000

（注）単位未満は切捨て。

■投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約お
よび保有状況
設定時保有額 当作成期中設定額 当作成期中解約額 当作成期末保有額 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
100 － 100 － 当初設定時におけ

る取得とその処分
（注１）金額は元本ベース。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
当 期 末

口 数 評 価 額
千口 千円

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド 66,079 65,960
（注）単位未満は切捨て。

■先物・オプション取引状況等
　先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2021年３月26日から2022年３月25日まで）

銘 柄 別
買 建 売 建 作 成 期 末 評 価 額

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評 価 損 益
外
国
株
式

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
SP500 MIC EMIN FUT(アメリカ) 850 859 － － 19 － 1

（注）単位未満は切捨て。
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Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 7,876,050
(ｄ) 分配準備積立金 0
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 7,876,050
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 7,876,050
(ｈ) 受益権総口数 92,240,756口

■損益の状況
当期　自2021年３月26日　至2022年３月25日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △     4,153円

受取利息 7,198
支払利息 △    11,351

(Ｂ) 有価証券売買損益 △   910,259
売買益 1,592,963
売買損 △ 2,503,222

(Ｃ) 先物取引等損益 1,627,980
取引益 15,789,196
取引損 △14,161,216

(Ｄ) 信託報酬等 △   801,143
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △    87,575
(Ｆ) 追加信託差損益金 7,956,180

(配当等相当額) (△     3,292)
(売買損益相当額) (　 7,959,472)

(Ｇ) 合計(Ｅ＋Ｆ) 7,868,605
次期繰越損益金(Ｇ) 7,868,605
追加信託差損益金 7,956,180
(配当等相当額) (△     3,292)
(売買損益相当額) (　 7,959,472)
繰越損益金 △    87,575

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

（注４）投資信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために
要する費用：73,072円（未監査）

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年３月25日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 117,813,654円

コール・ローン等 18,787,154
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド(評価額) 65,960,948

未収入金 17,463,377
差入委託証拠金 15,602,175

(Ｂ) 負債 17,704,293
未払金 17,062,430
未払解約金 343,906
未払信託報酬 292,790
その他未払費用 5,167

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 100,109,361
元本 92,240,756
次期繰越損益金 7,868,605

(Ｄ) 受益権総口数 92,240,756口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,853円

＊期首における元本額は100,000,000円、当作成期間中における追加設定元本額
は189,630,178円、同解約元本額は197,389,422円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,853円です。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

 <補足情報>
　当ファンド（Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載））が投資対象としている「ダイワ・マネーアセット・マザーファン
ド」の決算日（2021年12月９日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2022年
３月25日）現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの主要な売買銘柄

　2021年３月26日～2022年３月25日における主要な売買銘柄はありません。

■組入資産明細表

　2022年３月25日現在、有価証券等の組み入れはありません。
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

運用報告書　第10期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2020年12月10日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2020年12月９日 9,987 － －
12月末 9,987 0.0 －

2021年１月末 9,986 △0.0 －
２月末 9,986 △0.0 －
３月末 9,986 △0.0 －
４月末 9,985 △0.0 －
５月末 9,985 △0.0 －
６月末 9,985 △0.0 －
７月末 9,984 △0.0 －
８月末 9,984 △0.0 －
９月末 9,983 △0.0 －
10月末 9,983 △0.0 －
11月末 9,983 △0.0 －

(期末)2021年12月９日 9,983 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

9,970

9,980

9,990

10,000

期　首
（2020.12.９）

期　末
（2021.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：9,987円　期末：9,983円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■投資信託財産の構成
2021年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 602,175 100.0
投資信託財産総額 602,175 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 602,175,326円

コール・ローン等 602,175,326
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 602,175,326

元本 603,229,011
次期繰越損益金 △  1,053,685

(Ｄ) 受益権総口数 603,229,011口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,983円

＊期首における元本額は563,730,093円、当作成期間中における追加設定元本額
は181,060,125円、同解約元本額は141,561,207円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ダイワ債券コア戦略ファンド（為替ヘッジあり） 999円
ダイワ債券コア戦略ファンド（為替ヘッジなし） 999円
通貨選択型ダイワ米国株主還元株αクワトロプレミアム（毎月分配型） 219,583円
通貨選択型ダイワ米国株主還元株αクワトロプレミアム（年２回決算型） 24,953円
ダイワ米国株主還元株ツインαプレミアム（毎月分配型） 848,389円
ダイワ米国株主還元株ツインαプレミアム（年２回決算型） 66,873円
ダイワ米国株主還元株ファンド 36,730,213円
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） 6,592,748円
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） 10,288,683円
ダイワ／バリュー・パートナーズ・チャイナ・イノベーター・ファンド 10,000円
世界Ｍ＆Ａ戦略株ファンド 1,001,302円
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（年１回決算型） 487円
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（年１回決算型） 4,995円
ダイワ・ブラジル・レアル債α（毎月分配型）－スーパー・ハイインカム－　α50コース 49,911円
ダイワ・ブラジル・レアル債α（毎月分配型）－スーパー・ハイインカム－　α100コース 49,911円
Ｓ＆Ｐ500（マルチアイ搭載） 60,069,073円
ダイワ・オーストラリア高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ 4,473,311円
ダイワ円債セレクト　マネーコース 479,794,114円
ダイワ・スイス高配当株ツインα（毎月分配型） 2,996,106円
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（毎月分配型） 1,235円
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（毎月分配型） 1,598円
通貨選択型　ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　日本円コース（毎月分配型） 1,544円
通貨選択型　ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　通貨セレクトコース（毎月分配型） 1,984円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,983円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,053,685円です。

■損益の状況
当期　自2020年12月10日　至2021年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △  273,658円

受取利息 5,799
支払利息 △  279,457

(Ｂ) その他費用 △    1,940
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △  275,598
(Ｄ) 前期繰越損益金 △  746,310
(Ｅ) 解約差損益金 234,610
(Ｆ) 追加信託差損益金 △  266,387
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,053,685

次期繰越損益金(Ｇ) △1,053,685
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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